
１　対象地区の現状

２　対象地区の課題

４　３の方針を実現するために必要な取組に関する方針

南島原市 加津佐東地区（加津佐東集落） 平成２５年１月 令和３年３月

実質化された人・農地プラン

市町村名 対象地区名（地区内集落名） 作成年月日 直近の更新年月日

①地区内の耕地面積 337.1 ｈａ

②アンケート調査等に回答した地区内の農地所有者又は耕作者の耕作面積の合計 181.9 ｈａ

③地区内における７５才以上の農業者の耕作面積の合計 63.6 ｈａ

ⅰ　うち後継者未定または不明の農業者の耕作面積の合計 57.2 ｈａ

条件の良い農地では、集約化に取り組めるので、農地中間管理事業の活用を推進していく。
基盤整備に取り組む可能性がある地域については、担い手の分散錯圃を解消する事業として取り組む必要があ
る。

新田付近は、農地中間管理事業を活用して、担い手に集積していく必要がある。
後継者が多く、規模拡大の意向がある地域を中心に、基盤整備を推進するとともに、地区の中心経営体への農
地の集積を目指す。

④地区内において今後中心経営体が引き受ける意向のある耕作面積の合計 51.1 ｈａ

（備考）

アンケート結果によると、加津佐町の縮小・離農したい耕作面積が１０．５８ｈａに対し、拡大したい中心経営体の
意向面積が３５．７ｈａと大幅に多いため、中間管理機構を活用し加津佐町内に留まらず周辺地区への貸し付け
が必要。
加津佐東地区は、地すべり防止区域があり土質が粘土質である。雨が降った田畑はぬかるみ、水はけが悪いた
め耕作しにくい。水利として小さなため池が点在しており、管理できていないものもあるため、用水が不足気味の
傾向がある。地区内は、露地栽培が多く、新田付近は条件の良い農地が多い。道原・町原付近は後継者が多く
規模拡大の意向もある。

３  対象地区内における中心経営体への農地の集約化に関する方針


